
「８月」が80％を占めており、ほとんどの事業所が「８月」に
一番影響を受けている。

「店舗・オフィス等の定期的な消毒・換気、従業員・顧客の検温、手洗
い、手指等の消毒徹底」が75％を占めており、続いて「店舗・オフィス等
のレイアウト見直し・設備投資」が65％となっている。

ITツールの活用やデジタル化について
貴社で既に取り組んでいるものはありますか？（※複数回答）

これからITツールの活用やデジタル化の予定はありますか？（※複数回答）

「キャッシュレス決済の導入」が85％を占めており、「SNS
（ライン、インスタグラム等）」が60％となっている。

「自社ウェブサイト（ホームページ）」をはじめ、「キャッシュレス決
済の導入」などが5％となっており、「活用・導入の予定はない」
が85％を占めている。

一番影響を受けた月は何月ですか？ 感染を防ぐために貴社で行った対策はありますか？（※複数回答）

【 2022年1月実施　新型コロナウイルスの影響に関するアンケート集計結果 】

◆◆ 飲食業 ◆◆

新型コロナウイルスによる経営への影響はありますか？ 具体的にどのような影響を受けましたか？（※複数回答）

すべての事業所が「影響が続いている」と回答している。
すべての事業所が「売上の減少」と回答しており、「消費者の外
出や消費の自粛」が60％となっている。

1001

01

01

01

01

01 501 1001

影響が続いている

影響はあったが、すでに収束した

影響はなかったが、

今後影響が出る可能性がある

影響はない

分からない

1001

451

01

151

01

01

301

301

601

401

51

01 201 401 601 801 10011201

売上の減少

製品・サービスの受注や客数の減少

生産拠点・仕入れ先の変更に伴う調達コストの

上昇

従業員や顧客の感染防止対策等に伴うコスト

増

サプライチェーンへの打撃による納期遅れ

為替や株価の変動に伴う消費意識の悪化

イベント・商談会等の延期・中止に伴う

受注・販売機会の喪失

資金繰りの悪化

消費者の外出や消費の自粛

お盆や年末などの営業自粛

その他

01

801

101

51

01

51

01 201 401 601 801 1001

7月

8月

9月

10月

11月

12月

101

01

01

01

101

501

101

01

351

651

751

351

01

01

01 501 1001

時差出勤の実施

テレワークの実施

ローテーション勤務の導入

フレックスタイム制の導入による柔軟な勤務体制整備

出張の原則禁止・制限

営業時間の短縮・閉店等営業日数の削減

会議の開催頻度・時間・人数の削減・制限

会議・稟議等のオンライン化

キャッシュレス等の電子決済の導入

店舗・オフィス等のレイアウトの見直し・設備投資

店舗・オフィス等の定期的な消毒・換気、

従業員・顧客の検温、手洗い、手指等の消毒徹底

「新しい生活様式」に対応した商品・

サービスの提供（デリバリーの導入など）

その他

特別な対応は取っていない

101

51

851

601

01

01

01

101

01 201 401 601 801 1001

自社ウェブサイト（ホームページ）

ウェブサイトによる自社製品・サービスの

販売

キャッシュレス決済の導入

SNS（ライン、インスタグラム等）

受発注情報管理のデジタル化・ソフトの

導入

社内文書の電子化

その他

活用・導入していない

51

01

51

51

01

01

51

851

01 201 401 601 801 1001

自社ウェブサイト（ホームページ）

ウェブサイトによる自社製品・サービスの

販売

キャッシュレス決済の導入

SNS（ライン、インスタグラム等）

受発注情報管理のデジタル化・ソフトの

導入

社内文書の電子化

その他

活用・導入の予定はない


